
令和４年度　第一薬科大学【看護学部】 
一般選抜試験問題［Ⅰ期］第２回

試験選択科目 化　学 生　物 数　学 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和４年１月 26 日（水）　　10 時 00 分～12 時 00 分

［注意事項］
 1 ． 受験票は机の前方に常に提示しておくこと。
 2 ．  机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほか予め許可されているもの以外は置か

ないこと。
 3 ．  携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源を切っ

て，かばんの中にしまうこと。（アラーム等の音がでる設定は解除すること。）
 4 ．  開始の指示にしたがって，直ちに問題冊子および解答用紙を確認すること。
  化学は 1 ～ 10 ページ，生物は 11 ～ 24 ページ，数学は 25 ～ 30 ページ，国語は 

31 ～ 37 ページである。解答用紙は試験選択科目ごとに 1 枚，合計 2 枚である。
 不備な点があれば，手をあげて監督者に知らせること。
 5 ．  はじめに問題冊子の試験選択科目欄に選択した科目を丸でかこみ，受験番号，

氏名を記入すること。解答する科目は必ず受験票と同じものを選択すること。
 6 ．  つづいて解答用紙に受験番号，氏名，試験科目を記入し，受験番号欄をマーク

すること。
 7 ．  解答用紙に正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあ

る。ダブルマーク（一列にマークを二つ塗る）されている場合は，採点の対
象外になる。

 8 ．  問題冊子の空白部分はメモや計算などに適宜使用してよいが，切り離してはい
けない。

 9 ．  途中退出は認めない。
10 ．  問題冊子および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。
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問１　下図は光学顕微鏡を用いてある倍率で観察した時の視野で見られる対物と接眼，

2種類のミクロメーターである。なお，対物ミクロメーターには1 mmを100等分し

た目盛りがついている。

20

接眼ミクロメーターの目盛り

対物ミクロメーターの目盛り

A B

30 40

　　　次の文章中の（ア）と（イ）に当てはまる数値の正しい組合せはどれか。

　　　ABの長さは（　ア　）μmであり，接眼ミクロメーター 1目盛りの長さは 

（　イ　）μmである。

（ア） （イ）
１ 7 2.9　　
2 7 0.35　
3 70 0.29　
4 70 3.5　　
5 700 0.029
6 700 35　 　　　

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１〜問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。
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問２　次の細胞骨格タンパク質の種類と直径の正しい組合せはどれか。

種類 直径
１ アクチンフィラメント 約7 nm
2 アクチンフィラメント 約25 nm
3 微小管 約7 nm
4 微小管 約8 ～ 12 nm
5 中間系フィラメント 約7 nm
6 中間系フィラメント 約25 nm

問３　次のヒトの血液の中で，最も酸素を多く含む血液と最も酸素を少なく含む血液の

正しい組合せはどれか。

酸素が最も多い 酸素が最も少ない
１ 上大動脈血 下大静脈血
2 下大静脈血 上大動脈血
3 肺動脈血 肺静脈血
4 肺静脈血 肺動脈血
5 上大動脈血 肺動脈血
6 上大動脈血 肺静脈血
7 肺動脈血 下大静脈血
8 肺静脈血 下大静脈血

問４　次の脳の部位の機能に関する文章の中で，正しいものはどれか。

1　大脳は，自律神経の最高中枢として体内環境の状態を一定に保つ。
2　中脳には，感覚中枢や精神活動の中枢がある。
3　間脳には，筋運動を調節し，からだの平衡を保つ中枢がある。
4　小脳には，眼球の運動を調節する中枢，睡眠に関わる中枢がある。
5　延髄には，呼吸運動や心臓の拍動を支配する中枢がある。

－2－

問５，問６　窒素代謝に関する以下の設問に答えよ。

問５　下図は，土壌中の窒素化合物が吸収されて植物体内でアミノ酸に組み込まれる

過程を示したものである。図中の空欄（ア）～（カ）に当てはまる語句の正しい

組合せはどれか。

土壌中

（ア）

（イ）

（ウ）

（ア）

（イ）

（エ）

（オ）

（エ） 有機酸

アミノ酸（カ）

（ウ）

植物体内

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）

１ NO2
- NH4

+ NO3
- グルタミン グルタミン酸 ケト酸

2 NO2
- NO3

- NH4
+ グルタミン グルタミン酸 ケトグルタル酸

3 NH4
+ NO3

- NO2
- グルタミン グルタミン酸 ケト酸

4 NH4
+ NO2

- NO3
- グルタミン酸 グルタミン ケトグルタル酸

5 NO3
- NO2

- NH4
+ グルタミン酸 グルタミン ケト酸

6 NO3
- NH4

+ NO2
- グルタミン酸 グルタミン ケトグルタル酸

問６　ある植物を土壌で生育させたところ，土壌から吸収された窒素の65％がタン

パク質に取り込まれて，15 gのタンパク質が植物体内で合成された。タンパク質

中の窒素量を16％とし，根から吸収された窒素をすべて硝酸イオン（NO3
-）とす

ると，吸収された硝酸イオンは何gか。最も近い数値を選べ。ただし，NおよびO

の原子量をそれぞれ14および16とする。

1　1　　　 2　3　　　 3　6　　　 4　10　　　 5　16　　　 6　32
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問５，問６　窒素代謝に関する以下の設問に答えよ。

問５　下図は，土壌中の窒素化合物が吸収されて植物体内でアミノ酸に組み込まれる

過程を示したものである。図中の空欄（ア）～（カ）に当てはまる語句の正しい

組合せはどれか。

土壌中

（ア）

（イ）

（ウ）

（ア）

（イ）

（エ）

（オ）

（エ） 有機酸

アミノ酸（カ）

（ウ）

植物体内

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）

１ NO2
- NH4

+ NO3
- グルタミン グルタミン酸 ケト酸

2 NO2
- NO3

- NH4
+ グルタミン グルタミン酸 ケトグルタル酸

3 NH4
+ NO3

- NO2
- グルタミン グルタミン酸 ケト酸

4 NH4
+ NO2

- NO3
- グルタミン酸 グルタミン ケトグルタル酸

5 NO3
- NO2

- NH4
+ グルタミン酸 グルタミン ケト酸

6 NO3
- NH4

+ NO2
- グルタミン酸 グルタミン ケトグルタル酸

問６　ある植物を土壌で生育させたところ，土壌から吸収された窒素の65％がタン

パク質に取り込まれて，15 gのタンパク質が植物体内で合成された。タンパク質

中の窒素量を16％とし，根から吸収された窒素をすべて硝酸イオン（NO3
-）とす

ると，吸収された硝酸イオンは何gか。最も近い数値を選べ。ただし，NおよびO

の原子量をそれぞれ14および16とする。

1　1　　　 2　3　　　 3　6　　　 4　10　　　 5　16　　　 6　32
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問７　翻訳に関する以下の文章の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せ

はどれか。

　　　mRNAがもつ遺伝情報は，（　ア　）種類の塩基が1列に多数並んだ部分に含まれて

いる。その情報をタンパク質の（　イ　）配列という情報に変換する過程が翻訳であ

る。タンパク質を構成する（　イ　）は，全部で（　ウ　）種類存在する。

（ア） （イ） （ウ）
１ 2 アミノ酸 20
2 2 リボソーム 10
3 3 アミノ酸 10
4 3 リボソーム 20
5 4 アミノ酸 20
6 4 リボソーム 10

問８　両生類の発生に関する以下の文章の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正し

い組合せはどれか。

　　　両生類の受精卵は卵割を繰り返して，桑実胚期を経て（　ア　）期になる。この時

期には胚の動物半球中央部に（　ア　）腔という空所が発達している。その後，胚の

植物半球側の一部で表面細胞が内部に陥入し，原腸を形成し，原腸胚期になる。この

陥入部は（　イ　）と呼ばれる。この時期に胚全体を包む細胞層が（　ウ　）胚葉，

原腸の床をなす細胞層が（　エ　）胚葉である。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 胞胚 原口 内 中
2 胞胚 原腸 中 外
3 胞胚 原口 外 内
4 原腸胚 原腸 内 外
5 原腸胚 原口 中 内
6 原腸胚 原腸 外 中
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問９　次の文章の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　　人の体温調整には自律神経が大きくかかわっている。例えば体温が低下すると，皮

膚の温度受容器が刺激されその情報は（　ア　）神経によって脊髄を通って脳に伝わ

る。脳の（　イ　）にある視床下部で感知される。すると（　ウ　）神経の活動が高

まり，皮膚の血管を（　エ　）させるとともに立毛筋を収縮させ熱の放散を（　オ　）

する。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 交感 大脳 感覚 収縮 放散
2 求心 小脳 遠心 拡張 抑制
3 遠心 間脳 副交感 拡張 促進
4 感覚 間脳 交感 収縮 抑制

問10　次の内分泌器官とそこで産生されるホルモンについて誤っている組合せはど 

れか。

ａ　脳下垂体前葉 ― 甲状腺刺激ホルモン

ｂ　脳下垂体後葉 ― 副腎皮質刺激ホルモン

ｃ　甲状腺 ― チロキシン

ｄ　副甲状腺 ― プロラクチン

ｅ　すい臓ランゲルハンス島 ― グルカゴン

ｆ　副腎髄質 ― アドレナリン

ｇ　副腎皮質 ― パラトルモン

ｈ　視床下部 ― プロゲステロン

1　（ａ，ｃ，ｆ，ｇ）	　　　 2　（ｃ，ｅ，ｆ，ｈ）	
3　（ｂ，ｄ，ｇ，ｈ）	　　　 4　（ａ，ｂ，ｄ，ｅ）	
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問11　鶏のササミ肉から調製したグリセリン筋を繊維にして長さを測定したところ， 

20 mmだった。その繊維にATP液を滴下したところ15 mmに収縮した。このグリセ

リン筋の収縮率として正しいのはどれか。

1　15％　　　 2　25％　　　 3　14％　　　 4　30％

問12　次の神経とそのはたらきについて誤っている組合せはどれか。

1　感覚神経	 ―	 受容器からの情報を中枢に伝える。	
2　運動神経	 ―	 中枢からの情報を効果器に伝える。
3　交感神経	 ―	 中枢からの情報を内蔵に伝える。
4　副交感神経	 ―	 内臓からの情報を中枢に伝える。
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問13　植物ホルモンのエンドウの茎の成長作用を調べるために，エンドウ豆の芽ばえか

ら長さ10 mmの茎切片を切り取り，ａ～ｄの条件で茎切片を24時間培養した後，各

茎切片の長さと重さを測定して培養前後で増加した割合 （%） を求めたところ，図の

ような結果が得られた。

ａ　植物ホルモンを含まない培養液

ｂ　ジベレリンを含む培養液

ｃ　オーキシンを含む培養液

ｄ　オーキシンとジベレリンの両方を含む培養液

100

80

60

40

20

0

茎の重さ

ジベレリン
オーキシン

（－）（＋）（－）（＋）
（－）（－）（＋）（＋）

（－）（＋）（－）（＋）
（－）（－）（＋）（＋）

培
養
前
後
で
増
加
し
た

割
合
（
％
）

茎の長さ

　　　この実験結果に関する記述として最も適当なものを1つ選べ。

　　　ただし，植物ホルモンは成長に適した濃度で使用し，実験期間中に茎切片の細胞数は

変化しなかった。

1　ジベレリンは茎切片の伸長を抑制し，オーキシンは伸長を促進する。
2　ジベレリンだけでは茎切片の伸長と茎径のいずれにも影響しない。
3　オーキシンは茎切片の伸長を促進するが，茎径を拡大させない。
4　ジベレリンはオーキシンによる茎切片の伸長の抑制効果を阻害することで，

伸長を促進させる。
5　オーキシンだけで茎切片の伸長が促進され，ジベレリンによってさらに伸長

が促進される。
6　オーキシンだけでは茎切片の伸長が促進されず，オーキシンとジベレリンが

ある場合にのみ伸長が促進される。
7　オーキシンだけで茎切片の伸長が促進され，ジベレリンによってさらに伸長

が促進されることはない。
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問14　ある酵素の反応を観察したところ，図のように反応速度v は，基質濃度[S]を増

やしていくと上昇し，ある基質濃度以上で反応速度 v はほとんど大きくならなく

なった。この時の反応速度を最大反応速度 （Vmax）という。また，Vmaxの半分の反

応速度になるために必要な基質濃度をKmという。

基質濃度［S］Km

Vmax

0

反
応
速
度
v

　　　次の文章の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　　図のような反応を示す酵素に競争的阻害薬を作用させた場合，薬を作用させてないと

きに比べてVmaxは（　ア　）を，Kmは（　イ　）を示す。一方，非競争的阻害薬を 

作用させた場合，薬を作用させてないときに比べてVmaxは（　ウ　）を，Kmは 

（　エ　）を示す。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 高値 低値 低値 高値
2 高値 低値 高値 低値
3 高値 変わらない値 変わらない値 高値
4 低値 変わらない値 変わらない値 変わらない値
5 変わらない値 低値 低値 高値
6 変わらない値 低値 変わらない値 低値
7 変わらない値 高値 低値 変わらない値
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問15　被子植物において，400個の精細胞をつくるためには，最低でも何個の花粉母細

胞が必要か。

1　12.5　　	 2　25　　	 3　50　　　
4　100　　	 5　200　　	 6　400

問16　光合成に関する説明である。空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合

せはどれか。

　　　光合成は，光エネルギーを利用して（　ア　）を合成する反応系である。

　　　さらに，並行して（　イ　）を分解して（　ウ　）を放出し，（　エ　）を有機物に

つくりかえる炭素同化を行う反応である。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ ATP 二酸化炭素 酸素 ADP
2 ATP 水 酸素 二酸化炭素
3 ATP 水 酸素 ADP
4 グルコース 水 酸素 二酸化炭素
5 グルコース 二酸化炭素 酸素 ADP
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問17，問18　免疫に関する以下の文章を読んで，設問に答えよ。

　　　過敏な免疫反応により，生体に不都合が生じることをアレルギーという。アレルギー

には，原因物質であるアレルゲンの刺激により直ちに症状が現れる即時型アレルギー

と1～2日後に症状が現れる遅延型アレルギーとがある。

　　　（a）即時型アレルギーは，血液や皮膚，腸などに存在する（　ア　）とアレルゲンに

対する抗体が関係してアレルギー症状が現れる。時に，急激な血圧低下や意識低下な

ど，（　イ　）ショックと呼ばれる強い症状が現れることがあり，医師からエピペンと

呼ばれる（　ウ　）自己注射薬を処方される場合がある。

　　　遅延型アレルギーでは，ゆっくりと身体じゅうで炎症が進行し，さらに気づかずにそ

の食物を食べ続けることによって慢性的な炎症となる。即時型アレルギーに関係する

抗体とは別のものが関係しており，倦怠感・体調不良の原因が遅延型アレルギーであっ

たということもある。

問17　文章中の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ウ）

１ マスト細胞 アナフィラキシー インスリン

2 マスト細胞 アナフィラキシー アドレナリン

3 マスト細胞 アドレナリン インスリン

4 マスト細胞 アドレナリン アドレナリン

5 マクロファージ アナフィラキシー インスリン

6 マクロファージ アナフィラキシー アドレナリン

7 マクロファージ アドレナリン インスリン

8 マクロファージ アドレナリン アドレナリン
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問18　下線部（a）で記述した即時型アレルギーの一種である花粉症は，かゆみ，鼻

水，くしゃみ等の症状がある。関与する抗体と（　ア　）から分泌されるアレル

ギー反応を引き起こす物質の正しい組合せはどれか。

1　IgＡ ‐ サイトカイン　　 2　IgＡ ‐ ヒスタミン　　　

3　IgＡ‐アスピリン　　	 4　IgＥ ‐ サイトカイン　　　

5　IgＥ ‐ ヒスタミン　　 6　IgＥ‐アスピリン

7　IgＧ ‐ サイトカイン　　 8　IgＧ‐ヒスタミン

9　IgＧ ‐ アスピリン　　　

問19　生存曲線に関する以下の記述のうち，誤っているものはどれか。なお，生存曲線

のグラフは，横軸を相対年齢（右側が高い） ，縦軸を生存個体数（上側が多い）と

する。

1　一般に，生存曲線とは，総個体数を1,000として，年齢と共に変化する生存

個体数の変化をグラフで示したものである。
2　一般に，生存曲線のグラフの縦軸の目盛は，対数で表記される。
3　生存曲線のグラフにおいて，右上がりになる場所は絶対にない。
4　生存曲線のグラフにおいて，小型の鳥類やトカゲは平均型となる。
5　晩死型の種の生存曲線のグラフは，早死型，平均型のグラフに比べて，縦

軸，横軸に近づいた形の曲線である。
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問20　次の文章中の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　　進化の過程で，光合成色素であるクロロフィルも多様性を持つようになった。原核

生物であるシアノバクテリアと同様にクロロフィルａのみを有する真核生物には 

（　ア　），クロロフィルａとクロロフィルｂを有する真核生物には（　イ　），クロロ

フィルａとクロロフィルｃを有する真核生物には（　ウ　）がいる。

（ア） （イ） （ウ）
１ 緑藻類 シャジク藻 褐藻類
2 緑藻類 シャジク藻 ミドリムシ類
3 緑藻類 ケイ藻類 褐藻類
4 緑藻類 ケイ藻類 ミドリムシ類
5 紅藻類 シャジク藻 褐藻類
6 紅藻類 シャジク藻 ミドリムシ類
7 紅藻類 ケイ藻類 褐藻類
8 紅藻類 ケイ藻類 ミドリムシ類
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国　語
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	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 た と え ば 『 吾 輩 は 猫 で あ る 』 を 取 り 上 げ て み よ う 。 あ そ こ で 交 わ さ れ る 会 話 は 、 当 時 、

漱 石 の 家 の 客 間 で 、	

　 　 Ａ 　 　	 や 森
も り

田
た

草
そ う

平
へ い

や 小
こ

宮
み や

豊
と よ

隆
た か

や 野
の

上
が み

豊
と よ

一
い ち ろ う

郎 な ど を 相 手 に し て 、 実

際 に 漱 石 が し ゃ べ っ て い た の と 同 一 水 準 で あ る 。 田 舎 の 中 学 生 や 高 校 生 が そ れ を 読 ん で

ぞ く ぞ く す る ほ ど お も し ろ く な る わ け は な い 。 そ ん な 人 が い た ら 天 才 で あ ろ う 。 そ れ な

の に 「 愛 読 書 は 」 と 聞 か れ た 受 験 生 の 実 に 多 く の 者 が 「 漱 石 」 と 答 え る 。 こ れ は ど う し

た わ け で あ ろ う か 。 当 然 こ れ に は １ い く つ か の 理 由 が 考 え ら れ る 。

　 （ 　 イ 　 ） 、 そ れ は 無 難 だ し 、 か っ こ う が よ い 、 と い う こ と で あ る 。 入 学 試 験 で む き
0 0

に

な っ て 、 劇 画 が お も し ろ か っ た な ど と 言 う 必 要 は な い こ と は 確 か で あ る 。 （ 　 ロ 　 ） 早

熟 の 文 学 的 天 才 で ほ ん と う に お も し ろ さ が わ か っ た 人 。 こ れ は い ず れ も 、 こ こ で 考 え る 必

要 は な い で あ ろ う 。 問 題 な の は 、 そ の 他 の 漱 石 を 愛 読 し た と 思 い こ ん で い る

0 0 0 0 0 0 0

人 た ち で あ

る 。 中 学 や 高 校 で 先 生 や 親 に す す め ら れ て 、 『	

　 　 Ｂ 　 　	 』 と 『 猫 』 の 一 部 ぐ ら い を 読 ん

で 、 「 お も し ろ い 」 と い う ぐ ら い の 印 象 を 持 っ た 人 で あ る 。 （ 　 ハ 　 ） 特 に ど う と い う 感

想 も な か っ た け れ ど も 、 「 読 ん だ 」 と い う 記 憶 だ け は も っ て い る 人 で あ る 。 こ う い う 人 た

ち は 、 ２ そ の う ち 読 書 を や め る 危 険 が 多 分 に あ る 。 「 み ん な が 漱 石 、 漱 石 と さ わ ぐ け れ ど

も 、 大 し た こ と な か っ た よ 」 と い う こ と が 頭 に 残 る で あ ろ う 。 な ま じ っ か 「 漱 石 を 読 ん

だ 」 と い う 記 憶 が あ る た め に 、 漱 石 が わ か る 知 識 や 人 生 体 験 が で き た こ ろ に は 、 も う 漱

石 に は 手 を 出 さ な い と い う こ と に な る こ と が 多 い か ら で あ る 。

　 「 ほ ん と う に お も し ろ い 」 と い う 本 は 、 子 供 の と き に は お と ぎ ば な し で あ り 、 そ れ か ら

⑴ ボ ウ ケ ン 物 に 進 む の で あ ろ う 。 お と ぎ ば な し だ ろ う が 、 ボ ウ ケ ン 物 だ ろ う が 、 そ の と き

に 「 ほ ん と う に お も し ろ い 」 と 思 っ た そ の 感 じ を 忘 れ て は い け な い 。 勉 強 な ら 「 意 志 」

で や ら な け れ ば な ら な い 学 科 も あ ろ う 。 （ 　 ニ 　 ） 自 由 時 間 に 読 む 小 説 に 「 意 志 」 や

「 お つ き 合 い 」 を 妙 な ※ 工
ぐ

合
あ い

に 持 ち こ む と 、 ほ ん と う の ⑵ カ ン キ ョ ウ と 、 〈 　 ａ 　 〉 の カ

ン キ ョ ウ の 区 別 が つ か な く な り 、 ３ 真 の 意 味 で の 読 書 の 向 上 が い ち じ る し く 害 さ れ る お

設 問 は 25 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 25 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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そ れ が あ る か ら で あ る 。 探 偵 小 説 で も よ い か ら 、 ほ ん と う に お も し ろ か っ た ら 、 そ の 「 感

じ 」 を た い せ つ に す る 。 そ し て 「 漱 石 」 を 読 ん だ と き に 、 そ の 感 じ が 出 た ら 、 自 分 自 身 の

た め に 祝
し ゅ く

盃
は い

を 上 げ れ ば よ い 。 そ れ は 明 白 な 知 的 向 上 を 示 す も の だ か ら で あ る 。 そ の ほ ん

と う の 「 感 じ 」 が 出 る ま で は 、 同 級 生 が ４ 漱 石 を 持 ち 歩 い て い る の を 見 て も 、 ロ マ ン ・

ロ ラ ン を 称
た た

え る の を 聞 い て も 、 あ わ て て 自 分 も わ か っ た ふ り を す る 必 要 は な い 。 自 分 に

は お も し ろ く な い と い う こ と を ⑶ コ ウ ゲ ン す る 必 要 は な い が 、 ほ ん と う は お も し ろ い と

思 わ な い も の を 、 お も し ろ い な ど と い う ふ り を し て は い け な い の だ 。 他 人 に 対 し て も 自

分 に 対 し て も 。 特 に 自 己 を い つ わ っ て は な ら な い 。 自 己 の 実 感 を い つ わ る こ と は 、 向 上

の ⑷ ホ ウ キ に ほ か な ら な い の だ か ら 。

	 （ 渡 部 昇 一 『 知 的 生 活 の 方 法 』 ）

　 （ 注 ） 　 ※	 工
ぐ

合
あ い

＝ 具 合

A 　 文 中 の ⑴ ～ ⑷ の カ タ カ ナ の 次 の 傍 線 部 に あ た る 漢 字 は ど れ が 正 し い か 。 そ れ ぞ れ	

一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １ 　 ⑴	 ボ ウ ケ ン 　 　 　 　 １ 　 倹 　 　 　 ２ 　 検 　 　 　 ３ 　 険 　 　 　 ４ 　 験

問 ２ 　 ⑵	 カ ン キ ョ ウ 　 　 　 １ 　 興 　 　 　 ２ 　 境 　 　 　 ３ 　 共 　 　 　 ４ 　 協

問 ３ 　 ⑶	 コ ウ ゲ ン 　 　 　 　 １ 　 巧 　 　 　 ２ 　 口 　 　 　 ３ 　 公 　 　 　 ４ 　 後

問 ４ 　 ⑷	 ホ ウ キ 　 　 　 　 　 １ 　 法 　 　 　 ２ 　 放 　 　 　 ３ 　 蜂 　 　 　 ４ 　 保

B 　 文 中 の （ 　 イ 　 ） ～ （ 　 ニ 　 ） に あ て は ま る 最 も 適 当 な 語 を 、 そ れ ぞ れ 一 つ ず つ	

選 び な さ い 。

問 ５ 　 （ 　 イ 　 ） 　 　 　 問 ６ 　 （ 　 ロ 　 ） 　 　 　 問 ７ 　 （ 　 ハ 　 ） 　 　 　 問 ８ 　 （ 　 ニ 　 ）

　 １ 　 あ る い は 　 　 　 ２ 　 さ て 　 　 　 ３ 　 そ れ か ら 　 　 　

　 ４ 　 し か し 　 　 　 　 ５ 　 ま ず
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C 　 文 中 の	 　 　 Ａ 　 　	 　 　 Ｂ 　 　	 に つ い て 、 そ れ ぞ れ の 説 明 に あ て は ま る 人 物 、 作 品 を	
選 び な さ い 。

問 ９ 　 　 　 Ａ 　 　

　 　 漱 石 門 下 の 一 人 。 俳 人 ・ 随 筆 家 。 随 筆 集 『 藪
や ぶ

柑
こ う

子
じ

集 』 な ど の 著 作 が あ る 。 物 理

学 者 で も あ っ た 。

　 １ 　 久 米 正 雄 　 　 　 ２ 　 芥 川 龍 之 介 　 　 　 ３ 　 柳 田 国 男 　 　 　 　

　 ４ 　 高 浜 虚 子 　 　 　 ５ 　 寺 田 寅 彦

問 10 　 　 　 Ｂ 　 　

　 　 四 国 ・ 松 山 に 教 師 と し て 赴 任 し た 時 の 体 験 を も と に し た 、 漱 石 の 初 期 の 代 表 作 。

　 １ 　 三 四 郎 　 　 　 　 ２ 　 坊 っ ち ゃ ん 　 　 　 ３ 　 こ こ ろ 　 　 　 　

　 ４ 　 彼 岸 過 迄 　 　 　 ５ 　 田 舎 教 師

D 　 文 中 の 〈 　 ａ 　 〉 を 解 説 し た 次 の 説 明 文 に つ い て 、 〈 　 ａ 　 〉 ～ 〈 　 ｃ 　 〉 に あ て は

ま る 語 を 、 そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。 （ 同 一 記 号 の 〈 　 　 〉 に は 同 一 語 が 入 る 。 ）

　 　 【 説 明 文 】

　 　 　 〈 　 ａ 　 〉 と 語 感 が 似 て い て 誤 用 さ れ が ち な 語 に 〈 　 ｂ 　 〉 が あ る 。 ど ち ら も 「 そ

の 場 し の ぎ で い い 加 減 な 言 葉 や 態 度 」 と い う 点 で は 共 通 す る が 、 〈 　 ａ 　 〉 が 「 い

い 加 減 」 な が ら も 何 ら か の 対 処 を し た 結 果 な の に 対 し 、 〈 　 ｂ 　 〉 の 方 は 、 「 い い 加

減 」 か つ 何 も せ ず そ の ま ま 放 置 、 と い う 語 感 を 含 む 点 に 違 い が あ る 。 な お 〈 　 ｂ 　 〉

は 、 〈 　 ｃ 　 〉 と 漢 字 表 記 さ れ る こ と も あ る 。

問 11 　 〈 　 ａ 　 〉 　 　 　 問 1
2
　 〈 　 ｂ 　 〉 　 　 　 問 1
3
　 〈 　 ｃ 　 〉

　 １ 　 お ざ な り 　 　 　 ２ 　 お な ざ り 　 　 　 ３ 　 な お ざ り 　 　 　

　 ４ 　 長 閑 　 　 　 　 　 ５ 　 等 閑 　 　 　 　 　 ６ 　 有 閑 　 　 　
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問 14 　 文 中 の 傍 線 １ 「 い く つ か の 理 由 」 と あ る が 、 「 漱 石 」 を 愛 読 書 と 答 え た 理 由 と	
し て 筆 者 は い く つ の タ イ プ を 示 し て い る か 。 そ の 数 と し て 最 も 適 当 な も の を 、 一 つ

選 び な さ い 。

１ 　 一 　 　 　 ２ 　 二 　 　 　 ３ 　 三 　 　 　 ４ 　 四 　 　 　 ５ 　 五 　 　 　 ６ 　 六

問 15 　 文 中 の 傍 線 ２ 「 そ の う ち 読 書 を や め る 危 険 が 多 分 に あ る 」 と あ る が 、 そ の 理 由 と

し て 最 も 適 当 な も の を 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 中 途 半 端 な 読 書 体 験 で 理 解 し た 気 に な り 、 以 後 、 読 書 に 関 心 を 持 て な く な っ た

か ら 。

２ 　 難 解 さ に 辟
へ き え き

易 し 、 理 解 に 手 間 の か か る 読 書 を つ い 敬 遠 し が ち に な る か ら 。

３ 　 知 的 に 早 熟 な た め 、 年 齢 が 進 む と と も に 、 読 書 そ の も の の 意 義 を 見 失 っ て い っ

た か ら 。

４ 　 も と も と 「 意 志 」 や 「 お つ き 合 い 」 の 読 書 に 疑 問 を 感 じ て い た か ら 。

問 16 　 文 中 の 傍 線 ３ 「 真 の 意 味 で の 読 書 の 向 上 」 と は 、 筆 者 に と っ て ど の よ う な こ と

か 。 最 も 適 当 な も の を 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 幅 広 い 読 書 体 験 を 通 じ て 多 く の 知 識 を 身 に 付 け る こ と で 、 知 的 な 充 足 感 が 得 ら

れ る こ と 。

２ 　 自 己 の 成 長 に 応 じ た 読 書 の 実 感 を そ の つ ど 大 切 に し て い く こ と で 、 知 的 な 向 上

が 得 ら れ る こ と 。

３ 　 さ ま ざ ま な ジ ャ ン ル の 作 品 を 読 む こ と で 、 年 齢 に か か わ ら ず 読 書 は 楽 し い と 感

じ る よ う な 、 柔 軟 な 感 受 性 を 手 に す る こ と 。

４ 　 自 己 の 感 じ 方 を 大 切 に す る こ と で 、 い わ ゆ る 大 作 家 ・ 作 品 の 認 知 度 に 気
け お

圧 さ れ な

い 客 観 的 な 判 断 力 が 身 に 付 け ら れ る こ と 。

問 17 　 文 中 の 傍 線 ４ 「 漱 石 を 持 ち 歩 い て い る 」 の 部 分 に 用 い ら れ て い る 比 喩 表 現 の 名 称

を 選 び な さ い 。

１ 　 直 喩 　 　 　 ２ 　 隠 喩 　 　 　 ３ 　 換 喩 　 　 　 ４ 　 活 喩 （ 擬 人 法 ）
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	 二		 次 の 四 字 熟 語 に つ い て 、 語 句 の 構 成 が 等 し い も の を そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

　 （ 同 じ も の を 複 数 回 用 い て よ い 。 ）

問 18 　 盛 者 必 衰 　 　 　 問 1
9

　 深 謀 遠 慮 　 　 　 問 2
0

　 森 羅 万 象 　 　 　 問 2
1

　 花 鳥 風 月

１ 　 針 小 棒 大 　 　 　 ２ 　 大 器 晩 成 　 　 　 ３ 　 内 憂 外 患 　 　 　

４ 　 沈 思 黙 考 　 　 　 ５ 　 老 若 男 女 　 　
	 三		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 英 語 の 「 ワ ン ダ フ ル 」 は 「 フ ル ・ オ ブ ・ ワ ン ダ ー 」 と い う こ と で 、 実 は 驚 き が い っ ぱ

い 、 と い う こ と だ 。 す ば ら し い 、 と い う 表 現 の 基 本 に は 「 想 定 外 」 が 含 ま れ る ら し い 。 も

し 想 定 通 り に 事 が 進 ん だ ら 、 必 ず し も ワ ン ダ フ ル で は な い の か も し れ な い 。 【 Ａ 】

　 驚 き が い っ ぱ い で あ る こ と が 、 す な わ ち す ば ら し い こ と な の だ 、 と い う 発 想 は 実 は 宗 教

的 な 解 釈 な の だ ろ う 。 神 な ど い る も の か 、 と い う 人 の 考 え に 私 は 反 対 し た こ と が な い 。

神 が い る か い な い か 、 誰 一 人 と し て 証 明 で き る 人 は い な い の だ か ら 。 た だ 私 は 、 神 が い

る と い う 保 証 も な い が 、 同 じ よ う に 神 な ど い な い 、 と い う 保 証 も で き な い も の だ と 思 っ

て い る だ け だ 。 【 Ｂ 】

　 そ う い う 場 合 、 神 の 人 格 は 人 間 の 人 格 を は る か に 超 え た も の だ と 思 わ れ て い る か ら 、

も し 実 際 に 死 後 の 私 た ち が 神 を 見 た ら 、 い な い と 言 い 切 っ て し ま っ て い る と 具 合 が 悪 く

な る 。 会 社 の 人 た ち と し こ た ま 酒 を 飲 ん で	

　 　 甲 　 　	 を 巻 き 、 「 社 長 な ん か な ん で ぇ 、 あ

の バ カ ！ 」 と 怒 鳴 っ た 瞬 間 に 当 の 社 長 が 目 前 に 現 れ た ら や は り 具 合 が 悪 い も の だ ろ う 。

だ か ら 私 は 神 が い る 方 に 賭 け る の だ 、 と い つ も 言 っ て い る 。 【 Ｃ 】

（ 中 略 ）

　 日 本 人 に 限 っ た こ と で は な い 。 人 間 社 会 の 上 に 善 悪 の 区 別 が は っ き り し て い る こ と を

信 じ て い る 人 を 私 は 避 け て い る 。 【 Ｄ 】

　 善 し か 人 道 と し て 許 さ れ る も の は な く 、 し た が っ て 自 分 は 善 を 追 う 人 道 の 道 を 歩 く 、 と

簡 単 に 信 じ 、 信 じ て い る だ け で な く 、 イ そ れ を 強 烈 に ア ピ ー ル す る 人 と 私 は 付 き 合 え な

い 。 な ぜ な ら 少 な く と も 私 は 、 ロ そ ん な い い こ と だ け し て 生 き よ う と し て い な い し 、 ハ そ

う 思 う 人 は 自 己 満 足 で あ っ て 、 何 が 社 会 や 相 手 に と っ て 正 し く い い こ と か は ニ そ ん な に

簡 単 に は わ か ら な い こ と が 多 い か ら だ 。 【 Ｅ 】
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　 い つ も 言 う こ と だ が 人 は 皆 ほ ど ほ ど の 生 き 方 を し て い る 。 身 勝 手 な よ う な 人 も 意 外 と

他 者 の こ と も 心 に 留 め て い る 。 社 会 正 義 は 誰 で も 好 き な の だ が 、 そ れ も 時 と 場 合 と 程 度

に よ っ て 簡 単 に 決 め ら れ な い と 密 か に 考 え て 悩 ん で い る 。 ア ラ ブ の 人 た ち は こ の 正 義 と

い う 点 に 関 し て も っ と 大 人 で 正 直 だ か ら 、 彼 ら は 格 言 の 中 で 次 の よ う に 言 っ て い る 。

　 「 　 　 　 乙 　 　 　 」

　 家 の 中 で 正 義 を 貫 い て い る と い う の は 嘘
う そ

だ し 、 端 的 に 住 み に く く な る と い う こ と だ か

ら だ ろ う 。

	 （ 曾 野 綾 子 『 人 間 に と っ て 成 熟 と は 何 か 』 ）

問 22 　 文 中 の	 　 　 甲 　 　	 に あ て は ま る 語 と し て 、 最 も 適 当 な も の を 一 つ 選 び な さ い

１ 　 管
く だ

　 　 　 ２ 　 舌
し た

　 　 　 ３ 　 煙
け む

　 　 　 ４ 　 旗
は た

　 　 　 ５ 　 尻
し っ ぽ

尾

問 23 　 文 中 に は 次 の 一 文 が 抜 け て い る 。 【 Ａ 】 ～ 【 Ｅ 】 の う ち 、 ど こ に 入 る か 。 最 も 適 当

な も の を 一 つ 選 び な さ い 。

そ こ に は 人 間 理 解 の 根 本 が な い と 思 う か ら だ 。

１ 　 【 Ａ 】 　 　 　 ２ 　 【 Ｂ 】 　 　 　 ３ 　 【 Ｃ 】 　 　 　 ４ 　 【 Ｄ 】 　 　 　 ５ 　 【 Ｅ 】 　 　

問 24 　 文 中 の 傍 線 部 イ ～ ニ の 語 の 中 か ら 、 指 し 示 す 内 容 が 異 な っ て い る も の を 一 つ 選 び

な さ い 。

１ 　 イ 　 　 　 ２ 　 ロ 　 　 　 ３ 　 ハ 　 　 　 ４ 　 ニ

問 25 　 文 中 の 「 　 乙 　 」 に 入 る の に 最 も 適 当 な も の を 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 正 義 は い い も の だ 。 だ か ら 誰 も 家 庭 で は そ れ を 望 ま な い 。

２ 　 正 義 は い い も の だ 。 し か し 誰 も 家 庭 で は そ れ を 望 ま な い 。

３ 　 正 義 は よ く な い も の だ 。 だ か ら 誰 も 家 庭 で は そ れ を 望 ま な い 。

４ 　 正 義 は よ く な い も の だ 。 し か し 誰 も 家 庭 で は そ れ を 望 ま な い 。
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